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企画趣旨 

統計に関する幅広い知識・実践を必要とする
パーソナリティ心理学者の要望に応えたい 

論文の執筆者、読者、査読者 

近年の重要な理論・手法について取り上げる 

 

数理的な背景は最小限に抑えて、実際の応用
場面に沿って理解できるようにしたい 

話題提供者は別の専門分野をもっている 

– いわゆる「統計の専門家」ではない 

– 敷居は低いが、クオリティは非常に高い 



ご登壇いただく先生方 

大久保街亜先生 

効果量と信頼区間：p値のみでは不十分 

高橋雄介先生 

発達や変化の軌跡をモデリングする 

岡田涼先生 

パーソナリティ心理学におけるメタ分析的研究の可
能性 
 

荘島宏二郎先生 

専門家の立場から、ご意見をお願いしています 



タイムテーブル 

09:30～ 企画説明と話者紹介       10分 
 

09:40～ 話題提供１（大久保先生）   25分 
 

10:05～ 話題提供２（高橋先生）     25分 
 

10:30～ 話題提供３（岡田先生）     25分 
 

10:55～ 指定討論（荘島先生）      15分 
 

11:10～ 話題提供者からの回答      10分 
 

11:20～ フロアとの質疑応答          10分 

確認の質問 

確認の質問 

確認の質問 


